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合金町民憲章
。民主主義巳徹し生活を合理化して近代的芯町Cい定しましょう。

。健康で勤労Zはげむ明るい町巴いだしましょう。
。妓能をみがき産業¢開発|こ努め、豊か芯町にいをしましょう。

。教育~I:'.かめ楽しく生活できる平和主主町I~いたしましょう。

制定昭和42年10月1日



昭
和
日
年
4
月
1
日
か
ら
平
成

凶
年
3
月
引
日
ま
で
の

m年
間
に

わ
た
り
、
今
金
町
ス
ポ
ー
ツ
指
導

員
会
会
長
を
歴
任
し
、
本
町
の
体

育

・
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
尽
力
さ

れ
、
今
金
町
の
発
展
と
地
方
自
治

の
仮
興
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

た
啓
発
活
動
な
ど
中
心
的
な
役
割

を
担
い
、
町
政
の
発
展
と
地
方
自

治
の
振
興
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

[2) 

日
月
2
目
、
町
民
セ
ン
タ
ー
に

お
い
て
、

山
北
幸
好
さ
ん
が
功
労

表
彰
を
、
仁
木
繁
夫
さ
ん
、
秋
元

存
さ
ん
の

2
名
と
美
利
河
地
区
山

村
留
学
推
進
協
議
会
の

l
団
体
が

善
行
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
今
金
町
表
彰
条
例
に

基
づ
き
、
永
年
に
わ
た
る
町
の
娠

興
や
発
展
に
大
き
く
寄
与
さ
れ
た

功
労
者
に
対
し
表
彰
し
て
い
る
も

の
で
、
式
に
は
関
係
者
多
数
が
出

席
し
受
賞
者
を
祝
福
し
て
い
ま
し

た。
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:者;

地域振興券換金申出 忘れていませんか?
特定事業者のみなさんへ

今金町表彰表彰条例に基づき

夫
さ
ん

65 
歳

木

繁

美
利
河
地
区

山
村
留
学
推
進
協
議
会

(
代
表
広
岡
依

一
さ
ん
)

; 工力

lヌ]'，

j表(
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:者;

昭
和
町
年
4
月
か
ら
今
金
土
地

改
良
区
理
事
、
平
成
3
年
3
月
か

ら
理
事
長
と
し
て
段
業
山
田
村
整

備
、
施
設
の
改
善
即
時
積
極
的
に
推

進
し
、
農
業
経
蛍
の
改
善
に
尽
力

さ
れ
、
今
金
町
の
発
展
と
地
方
自

治
の
振
興
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

平成11年9月12日で使用期限の終了し

た地域振興券は、金融機関への換金申出

期限が、平成11年12月13日までとなって

います。特定事業者のみなさん、お忘れ

なく期限内に換金してください。

《総務謀総務係》

百
歳

北

幸

好
さ
ん

山

平
成
元
年

4
月
1
日
設
立
以

来
、
山
村
留
学
制
度
を
と
お
し
全

国
各
地
か
ら
子
供
た
ち
を
受
け
入

れ
、
体
験
学
習
を
重
視
し
た
教
育

活
動
へ
の
協
力
と
今
金
町
の
教

育
、
地
方
自
治
の
振
興
に
貢
献
さ

れ
ま
し
た
。

1 3名、

68 
戚

容
さ
ん

秋

7c 

昭
和
印
年
7
月
か
ら
今
金
町
選

挙
管
理
委
員
会
委
員
と
し
て
国
政

選
挙
を
始
め
と
し
た
各
選
挙
の
執

行
に
携
わ
り
、
昭
和
位
年
比
月
か

ら
は
委
員
長
と
し
て
公
職
選
挙
法

の
周
知
や
投
票
率
の
向
上
に
向
け• 

• 

， 

• 

• 
(
地
域
医
療
功
労
)

医
師

問

北
海
道
社
会
貢
献
賞

受
け
る

交通安全指導率が新しく ! 

交通安全指導車が新しくなりました。色は;

今までの白と黒のカラーから、白と緑のカラ ;

ーに変わりました。この指導車の購入には、 :

;平成7年11月に交通半故で亡くなられた故吉 1

1回ツマさんの逃抜からの寄付金が充てられて

lいることを申し添えます。

I-U 

石

務
さ
ん

去
る
H
月
7
目
、
札
幌
グ
ラ
ン

ド
ホ
テ
ル
に
て
行
わ
れ
た
北
海
道

知
事
表
彰
式
に
お
い
て
、
地
域
医

療
功
労
者
と
し
て
栄
町
で
開
業
医

を
営
む
岩
間
出
押
さ
ん
が
北
海
道
社

会
貢
献
貨
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

岩
間
さ
ん
は
昭
和
お
年
に
医
院

を
開
業
さ
れ
、
町
民
の
保
健
、
医

療
に
対
し
献
身
的
に
努
力
さ
れ
、

生
命
や
健
康
を
守
っ
て
こ
ら
れ
ま

し
た
。

ま
た
、
国
保
運
営
協
議
会
や
乳

幼
児
健
診
、
学
校
保
健
、
予
防
接

種
な
ど
川
の
教
育
、
保
健
衛
生
に

尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
4
年
に
は
北
部
槍
山
医
師

会
の
会
長
に
就
任
さ
れ
、
袷
山
北

部
4
町
の
救
急
医
療
と
休
日
診
療

体
制
の
構
築
な
ど
、
住
民
へ
の
保

健
、
医
療
、
福
祉
を
と
お
し
て
地

方
行
政
に
積
極
的
に
協
力
さ
れ
、

地
域
医
療
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

8姶納 ご生す事 急すと車
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ω月
お
目
、
田
畑
利
雄
さ
ん
が
函
館
地
方
合
同
庁
舎

に
お
い
て
、

ω月
同
日
の

「統
計
の
日
」
に
ち
な
み
行

わ
れ
て
い
る
、
農
林
水
産
業
の
統
計
調
査
貢
献
者
と
し

て
段
林
水
産
大
臣
か
ら
感
謝
状
を
受
け
ま
し
た
。

田
畑
さ
ん
は
、
平
成
元
年
4
月
に
農
業
経
営
統
計
調

査
農
家
と
し
て
稲
作
経
営
を
主
体
に
、
畑
作
(
豆
類
、
馬

鈴
薯
、
て
ん
さ
い
)
、
大
根
、
肥
育
牛
な
ど
の
複
合
経
営

刷
剛
山
旧

に
取
り
組
み
、
永
年

JZ
A
に
わ
た
り
大
一旦
生
産

.
7
J
貨
統
計
調
査
に
協
力

山曜日
t

J

一
さ
れ
、
地
域
州
出
業
発

.¥

1
・
展
の
抑
進
者
と
し
て

の
活
躍
が
認
め
ら
れ

た
も
の
で
す
。

U
月
2
目
、
柏
山
支
庁
に
お
い
て
道
民
の
納
税
思
想
の
普

及
高
揚
と
自
主
納
税
体
制
の
顕
著
な
功
績
が
認
め
ら
れ
、
八

東
南
原
納
税
財
蓄
組
合
(
山
崎
幸
男
会
長
組
合
員
辺
人
)

が
恰
山
支
庁
長
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

八
束
南
原
納
税
組
合
は
、
昭
和
幻
年
に
設
立
以
来
、
平
成

問
年
ま
で
町
道
民
税
及
び
国
民
健
康
保
険
税
等
に

つ
い
て
す

べ
て
納
期
内
納
付
に
努
力
さ
れ
、
毎
年
1
0
0
パ
ー
セ
ン
ト

の
徴
収
実
績
を
堅
持

し
て
お
り
、
組
合
員

の
納
税
意
識
も
高
く
、

他
の
組
合
の
模
範
と

し
て
の
功
絞
が
認
め

ら
れ
こ
の
た
び
の
受

賞
と
な
り
ま
し
た
。

田畑利雄さんに感謝状

椙山支庁長表語蔓貫
八東南原納税R7蓄組呂

統計調査に青献

t切 ゐ 色

、 友

'1 .; '" .~時

己主 ，~ 
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利用対象者
・慨ね65歳以上の方で心身の機能的には自立して

いるが、何らかの介助又は訓練等を行わなけれ

ば要援諮老人となりえると判断される方

.介護保険制度の要介護認定において自立又は要

支援もしくは要介護と判断された方で何らかの

理由により施設による生活を必要とする方

高
齢
者
只
同
生
活
臓
設

『
世
世
ら
ぎ
』
荷

l
ヌ
ン

高
齢
者
共
同
生
活
施
設

「せ
せ

ら
ぎ
」
の
落
成
式
が
け
月
i
日
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

H
月
4
日
に
は

5
名
の
利
用
者
が
「
せ
せ
ら
ぎ
」

に
移
り
、
と
し
ベ
つ
、
社
会
福
祉

協
議
会
の
職
員
達
に
よ
る
手
作
り

料
理
で
家
放
と
夕
食
を
共
に
し
ま

し
た
。

16ぷ業主鈎 1
山山月
幻
目
、
今
金
幼
稚
園
の
お
母
さ
ん
逮
で
結
成

し
て
い
る
こ
ぐ
ま
ク
ラ
ブ
(
赤
川
窓
会
長
)
が
主

体
と
な
り
、
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
駐
車
場
に
お
い
て

交
通
安
全
指
導
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、

今
金
保
育
所
、
小
百
合
保
育
園
の
お
と

も
だ
ち
も
か
け
つ
け
、
今
金
交
番
の
松
井
所
長
か
ら

交
通
安
全
に
対
し
て
の
説
明
を
受
け
た
後
、
実
際
に

ダ
ミ

l
人
形
を
使
い
ダ
ン
プ
車
の
巻
き
込
み
事
故
の

様
子
を
再
現
し
ま
し
た
。
ダ
ミ

l
人
形
が
ダ
ン
プ
巻

き
込
ま
れ
る
瞬
間
に
は

「
ワ
ッ

l
」
と
悲
鳴
が
あ
が

り
交
通
事
故
の
恐
ろ
し
さ
を
感
じ
て
い
た
よ
う
で
し

た。
そ
の
後
、
こ
ぐ
ま
ク
ラ
ブ
の
お
母
さ
ん
と
園
児
た

ち
は
役
場
前
で
街
頭
啓
発
を
行
い
交
通
安
全
を
呼
び

か
け
ま
し
た
。

16~ 国風勾命勾除OOB
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オ餌な前」ぎです

もし国民年金の加入手続きを怠ったり、 保険料を

未納のまま放っておいたりすると、老齢になったと

きゃ死亡 ・障害になったときに年金を受けられなく

なってしまいます。保険料は必ず納めるようにしま

しょう。

利用定員
・居住定員/18人

・居室数/18室

， 

居住部門に係る利用料
対象収入による階層区分 |金額(月額)

l生活保能受給者、老齢福 l

祉年金受給者で住民税非

課税世帯

世帯主全員が住民税非~

税

住民税?~税世帯で本人住

民税非開l税

本人が住民鋭課税で合計

所得金縦が250万円未満

本人が住民税課税で合計

所得金額が250万円以上

考

今金町に

住所を有

しない方

について
15， 000円

は定額の

2倍とな

ります

制官

5，000円

10，000円

第 1

段階

20， 000円

30，000円

2

階一

3

階

一
4
階

一
5
階

第

段

-第

段

一第

段

↑第

段

ザ
3， 000円

• • 

食費及び日用品等の実費利用料
l 区分|日 傾 |月額|備考

食 費 1，400円I42，ω0円|日額加算
日用品 費 150円 4，500円|日額加算

教養娯楽費 100円 3，000円|日額加算

光熱水資 100円 3，000円|日額加算

冬期間

11/1 ~4/30 

主.‘，，， と算Aロ

司
こ

の

川
町
一
料
合

ω
一
周

場

に山
一利

た

5
一政

し

一実

と

1
7

一と

日

川町
一門

羽

目

ω

一

部

は

ー

ユ

住

額

一

居

月

↑は

の

」

料

料

計
一
用

。
用

一利

す

利

一額

ま

交

合
一
月

り

実

•• 

国民年金制度は、誰のためで

もない、自分自身のためにあ

るのです。きちんと加入手続

きを行い、保険料は忘れず納

期内に納めましょう。

年末・年始の休みのお知らせ
役場 ・国保病院・その他機関

役場 教育委員会 国保病院 総合体育館
月 日 111]民センター 老人福祉センター

としべつ(事務所内) 老人保健施設 学習センター

12月29日(水) 通 持' 通 常 通 常 休 E自 通 '品

12月30日(木) 通 常i 通 常 午後から休館 休 2自 通 常

12月31日(金) 休 業 休 業 休 B官 休 E自 休 E自

1月l日(土) 休 業 休 業 休 館 休 館 休 E自

1月2日(日) 休 業 休 業 休 E富 休 自自 休 E自

1月3日(月) 休 業 休 業 休 E官 休 F直 休 E自

1月4日(火) 休 業 休 業 ii!i 格参 休 E自 休 自白

l月5日(水) 休 業 休 業 通 '吊 休 Ml 休 自官

i月6日(木) 通 常 通 山市 通 常 休 自富 通 予~

1月7日(金) 通 常 通 常 通 常 通 'Mす， 通 常'

100円料房l援• • 
年末 ・年始の休みは次のとおりとなります。緊急用務のときは筈備員に申し出下さい。

(4J 

し
h

リ
リ
ヱ
}
ご
J
S
L

丈
舎
で
ハ
り
ヌ
川
!

老
人
保
健
セ
ン
タ
ー

ω月
初
日、

「若
い
頃
に
一一戻
っ

た
気
分
で
入
所
者
に
楽
し
ん
で

も
ら
お
う
」
と
、
レ
ク
リ
ェ
ー
シ

ョ
ン
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ

の
大
会
は
今
年
初
め
て
行
わ
れ

た
も
の
で
、
缶
釣
り
や
玉
入
れ
な

ど
の
競
技
に
時
を
忘
れ
て
楽
し

ん
で
い
ま
し
た
。
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第
初
回
今
金
町
総
合
文
化
祭

写真左が大野渓石さん
(力ラーでお見せできない
のが残念リ -2P 

ZZE 

術j

の
稼
今 金 IIIJ

文化協会

認:元国記wiJ:iヨロ;AJJbおいぬふ1=

特

別

展

大
野
渓
石
さ
ん

の
作
品

大
野
豊
候
さ
ん

i

i

， 

は危険です

経済的知識に関心の少ない人や高齢者等に

言葉巧みに近づいて、商品等を売り付ける商

法が後を絶ちません。

‘うますぎる話

かたり商法、縦l眠商法など、うまい話に乗

せられた怒質商法の被害は「またか」と思う

ほど多くあり ます。

今も昔も、

今金町でもあった

(催眠)商法

10月30日から11月1
日にわたり各種部門
に分かれ行われた

総
合
体
育
館
で
行
わ
れ
た
展
示
部
門
に

は
お
団
体
、
5
個
人
の
作
品
が
所
狭
し
と

展
示
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
特
別
展
示
と
し

て
、
昭
和
印
年
か
ら

5
年
間
信
山
北
高
等

学
校
教
諭
と
し
て
勤
め
ら
れ
て
い
た
大
野

渓
石
さ
ん
と
、
奥
さ
ん
の
大
野
豊
候
さ
ん

の
作
品
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。
大
野
さ
ん

の
作
品
は
「
ア

l
卜
刻
苦
」
の
名
で
、
木

の
質
感
と
調
和
し
た
カ
ラ
フ
ル
な
刻
字
が

新
し
い
ジ
ャ
ン
ル
と
し
て
注
目
を
あ
び
、

受
賞
も
こ
れ
ま
で
に
切
回
を
優
に
超
え
て

い
ま
す
。
ま
た
、
期
間
中
、

表
千
家
流
和

幸
会
に
よ
る
お
茶
会
、
婦
連
協
、
労
肉
脳
会

談
、
母
と
女
教
師
の
会
に
よ
る
バ
ザ
ー
も

行
わ
れ
ま
し
た
。

町
民
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
た
芸
能
発
表

部
門
に
は
、
川
団
体
が
参
加
し
日
頃
の
練

習
成
果
を
発
揮
、
特
に
バ
レ
ー
サ
ー
ク
ル

の
発
表
で
は
、
可
愛
い
踊
り
に
一

際
お
お

き
な
歓
声
が
あ
が
っ
て
い
ま
し
た
。

• 

• 

• 

• 

クーリンク・~フ制鹿とは

訪附i販売法では、購入者は、販売者に対し

て、契約書等を受領した日から起算して8日

以内であれば、 一部の例外を除き、香蘭によ

って無条件で申し込みの撤回や契約の解除が

できるようになっています。これをクーリン

グ・オフと言います。

クーリング・オフ
(契約解除)したいときには

書面を発送する日が、契約書面を受け取

った日から、8日以内に当たるか確認しま

す。

・内容証明郵便で販売業者に「解約」を通知

します。

・購入した商品を送り返すときは、発送の費

用はすべて業者負担(料金受取人払い)で

処理します。

SF 

会場に人を集めて、はじめのうちは宣伝だ

からと商品を無料で配り、雰囲気が加熱した

ところで、巧みな話術で、ワンセッ ト数拾万

円もする高価な商品を売りつける。

.----¥ 

tι t;i 
"74モ/
¥よ ノ

クーリング・オフが
できない場合

ほんの一例です。数十種類ある内の、

〕po 
〔

お問い合わせは

・役場町民課住民運動係

B2-0111 内線 121

-槍山支庁地域政策部環境生活課内

「槍山支庁消費生活相談所」

B01395-2-1010 

内線2966

-クーリ ング ・オフ期間を過ぎてしまった場
ぷ入
口

・3，000円未満の商品を受取り、同時に代金を

全額支払った場合

・通信販売により購入した場合

-健康食品や化粧品などの消耗品を使用した

り、一部を消費した場合

・乗用車を購入する場合

〕ヲf〔



槍
山
支
庁
が
実
施
す
る

「
い
じ

め
防
止
さ
わ
や
か
推
進
事
業
」
の

一
環
で
、
本
町
の
教
育
委
員
会
が

窓
口
と
な
り
、
北
部
4
町
の
青
少

年
健
全
育
成
を
願
う
組
織
な
ど
で

い
じ
め
防
止
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
を
結

成
。
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
は

ω月
間
品
目

今
金
小
学
校
体
育
館
で
児
童
を
代

表
し
今
金
小
学
校
児
童
会
代
表

松
永
田
白
子
さ
ん
と
今
金
中
学
校
生

徒
会
代
表
柴
田
珠
希
さ
ん
が
決

意
文
を
読
み
上
げ
ま
し
た
。
そ
の

後
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
は
、
北
槍
山
、

瀬
棚
、
大
成
町
の
各
町
を
訪
れ
い

じ
め
根
絶
の
た
め

「
い
じ
め
を
な

く
す
る
宣
言
」
を
し
ま
し
た
。

F四ーーーー田園田ーーーーーーー園田田岡ーーーー園田--ー園田ー----.，
平 よいな な動気の人良いにがお をらちし 道く因

じTii lii;112C TZ空ff!?:aii;;P 
E年 主TZふ。人て買 2xZ3完53手2会長時=t長官
さ月 すしせん に行勇りー仲あ気り、。なでさどすていあ

('t .... tn ...~ .n I u. ・ じい く力れん。い命ふ
や干 明、患 311ALE2きliI4E すをるな るをれ
主Z t 231ii11立43議長足技33 22警官 宍警 ξ
進 学し ZEE12手品捧il妻、?μモ めせはがテた子

校た史宍 闘 伊明_+~I'~匝 I+~" ~ ~ に、ああ レり供
業 やち t件 由時 H・陸宮司圃画風同日 、私りつ ビ、が

地の主吟 個。:fC這E t，.BZおま否 J こたまて や学
加 域ま E4恥 下直邑酒置き合 34 こちせも ラ校い
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「
い
じ
め
を
な
く
す
る
宣
官
」
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老
人
ホ
ー
ム

一
日
体
験
に
参
加
し
て

今
金
中
学
校

3
年

津
田

美

希

さ

ん

十
月
二

日
、
福
祉
施
設
で
の
体

験
学
習
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
で

私
は
「
豊
寿
園
」
を
訪
問
し
た
。
福

祉
施
設
訪
問
を
す
る
の
は
「
と
し

べ
つ
」
に
続
き
二
度
目
だ
っ
た
の

で
な
ん
と
な
く
余
俗
が
あ
っ
た
せ

い
か
、
け
つ
こ
う
舞
い
上
が
っ
て

い
た
。
実
際
、
豊
寿
園
で
生
活
す

る
老
人
は
、
身
体
的
障
害
が
あ
っ

た
り
精
神
的
障
害
が
あ
っ
た
り
し

て
、
私
が
経
験
し
て
き
た
こ
と
の

知
識
で
は
、
ま
っ
た
く
意
味
が
な

か
っ
た
。
少
し
不
安
に
な
っ
た
け

ど
、
い
ろ
い
ろ
話
し
か
け
て
く
れ

る

一
人
の
お
ば
あ
ち

ゃ
ん
が
い

た
。
今
回
は
私
を
含
め
、
五
人
の

メ
ン
バ
ー
で
し
た
。
ま
ず
は

一
人

ず
つ
軽
く
あ
い
さ
つ
を
し
て
外
へ

散
歩
に
行
き
ま
し
た
。
外
は
け
つ

こ
う
寒
く
て
、
す
ぐ
に
中
に
入
っ

た
け
ど
「
寒
く
な
い
で
す
か
っ
」

と
か
、
ほ
ん
の
ち
ょ
っ
と
、
だ
け
ど

少
し
ず
つ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
と
っ
て
い
き
ま
し
た
。

次
に
、
み
ん
な
で
円
に
な
っ
て

風
船
で
遊
び
ま
し
た
。
私
達
に
と

っ
て
は
、
普
通
に
で
き
る
事
だ
け

ど
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
に
と
っ
て
は
、
手
足
を
動
か

す
、
け
つ
こ
う
ハ
ー
ド
な
運
動
で

す
。
そ
の
後
は
輪
投
げ
を
し
ま
し

た
。
ベ
ッ
ト
み
た
い
な
感
じ
の
車

イ
ス
も
あ
っ
て
、
あ
る

一
人
の
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
が
、
輪
投
げ
を
し
よ

う
と
一
生
懸
命
自
分
の
カ
で
起
き

上
が
ろ
う
と
し
て
い
ま
し
た
。
そ

れ
を
見
て
私
は
す
ご
く
感
動
し

た
。
ど
ん
な
状
態
に
な
っ
て
も
自

分
が
や
ろ
う
と
す
れ
ば
、
何
で
も

で
き
る
っ
て
い
う
事
を
教
え
て
も

ら
っ
た
気
が
し
た
。
遊
び
終
わ
っ

て
か
ら
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
を
部
屋
ま

で
連
れ
て
行
き
ま
し
た
。
少
し
の

ω月
剖
目
、
町
民
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
ニ

ュ
l
エ
イ
ジ
郷
土
芸
能
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
ひ

や
ま

ω兼
槍
山
管
内
郷
土
芸
能
祭
が
柏
山
教

育
局
の
主
催
で
行
わ
れ
、
各
町
自
慢
の
郷
土

芸
能
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
に
は

7

・

町
ロ
団
体
、
約
.

1
4
0
名

が

参

.

加
し
、
そ
の
ト

一繋

ツ
プ
を
切
っ
た
能

の
は
神
丘
小
学
芸

校
の
神
丘
繁
明
主

太
鼓
。
会
場
に
加

は
迫
力
あ
る
太
j

鼓
の
音
が
響
き
t

わ
た
っ
て
い
ま
局

し

た

。

『

ニュ 工イジ郷土芸能フェスティハルひやま'99

兼槍山管内郷土芸能祭でわが町の伝統芸を披露
議
代
る
ぷ
『
つ
に
弱
っ
た
ぷ
!

長
期
水
森
教
室
終

7

(8) 
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今
年
度
か
ら
初
の
試
み
と
し
て
側
ク
ア
プ
ラ
ザ
ピ
リ
カ
温

水
プ
ー
ル
を
定
期
的
に
利
用
し
て
の
長
期
水
泳
教
室
が
行
わ

れ
、
日
月
の
練
習
を
最
後
に
無
事
終
了
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
今
金
町
水
泳
協
会
(
水
野
勲
会
長
)
が
、
子

供
達
の
水
泳
離
れ
や
、
ピ
リ
カ
プ

l
ル
の
積
極
的
な
利
用
を

推
進
し
よ
う
と
今
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
も
の
で
す
。

6
月
か
ら
日
月
ま
で
の
期
間
、
月
2
回
(
合
計
印
回
)
の

練
習
を
別
名
の
子
供
達
は
元
気
に
や
り
と
げ
、
今
で
は
全
員

が
泳
げ
る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
日
月
凶
日
に
は
閉
会
式
が
行
わ
れ
、
一
人
ひ
と
り

に
終
了
証
書
と
記
念
品
が
手
渡
さ
れ
、
子
供
達
は
「
来
年
も

が
ん
ば
る
l

」
と
た
く
ま
し
く
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

間
休
憩
し
て
、
お
忌
一
ご
は
ん
の
時

間
に
な
り
ま
し
た
。
私
が

一
緒
に

食
べ
た
の
は
、

一
人
の
お
じ
い
ち

ゃ
ん
と
二
人
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
で

し
た
。
何
か
話
そ
う
と
思
う
ん
だ

け
ど
、
出
て
く
る
言
葉
は
「
お
い

し
い
で
す
か
っ
」
と
か
、
そ
ん
な

言
葉
だ
け
で
、
も

っ
と
話
す
こ
と

を
考
え
て
お
け
ば
良
か
っ
た
と
少

し
後
悔
し
た
。
一
緒
の
テ
ー
ブ
ル

の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
マ
イ
ペ
ー
ス

で
全
部
食
べ
終
わ
る
の
に

一
時
間

以
上
も
か
か
っ
て
い
ま
し
た
。
せ

か
し
て
食
べ
さ
せ
る
よ
り
、
自
分

の
食
べ
た
い
よ
う
に
食
べ
さ
せ
る

の
が
一
番
い
い
と
、
山
一
旦
寿
園
で
働

い
て
い
る
安
達
さ
ん
が
言
っ
て
い

(1' • 
ま
し
た
。
食
後
は
、
ビ
デ
オ
を
見

ま
し
た
。
福
祉
施
設
で
生
活
す
る

お
じ
い
ち
ゃ
ん
の
話
で
し
た
。
内

容
は
、
長
く
な
る
の
で
、
省
略
し

ま
す
が
と
て
も
感
動
し
ま
し
た
。

最
近
の
若
い
人
達
は
、
お
じ
い
ち

ゃ
ん
や
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
普
通
の

人
の
よ
う
に
生
活
で
き
な
く
な
る

と
、
す
ぐ
に
福
祉
施
設
に
入
れ
た

が
り
ま
す
。
た
ぶ
ん
お
世
話
が
大

変
だ
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。
で
も

施
設
に
入
っ
て
、
暮
ら
し
が
楽
に

な
っ
て
も
家
族
が
側
に
居
な
け
れ

ば
淋
し
い
と
思
う
。
ど
ん
な
状
態

に
な
っ
て
も
心
の
支
え
に
な
る
は

ず
の
家
族
が
近
く
に
い
な
い
の
は

本
当
に
淋
し
い
と
思
う
。

二
時
に

は
も
う
体
験
学
習
終
了
な
の
で
そ

の
前
に
一
部
屋
、
一
部
屋
あ
い
さ

つ
に
ま
わ
っ
た
。
み
ん
な
笑
顔

で、

「あ
り
が
と
う
」
と
言
っ
て
く

れ
た
の
で
、
本
当
に
嬉
し
か
っ

た
。
私
の
夢
は
ず
っ
と
前
か
ら
福

祉
関
係
の
仕
事
に
つ
く
こ
と
で
し

た
。
ま
た
一
歩
、
夢
に
近
づ
け
た

気
が
し
ま
す
。
た
だ

一
つ
、
私
が

望
む
こ
と
は
、
で
き
る
だ
け
多
く

淋
し
が
っ
て
い
る
お
じ
い
ち
ゃ
ん

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
所
に
、
家
族
の

人
は
会
い
に
行
っ
て
欲
し
い
と
思

い
ま
す
。
お
じ
い
ち
ゃ
ん
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
に
と
っ
て
の
生
き
が
い

は
、
き
っ
と
家
族
と
元
気
な
顔
で

会
え
る
こ
と
だ
か
ら
・
。

日 俳句
{li 雪2-2残雪菊!登5刈t淡3
1ま蛍Z微5る人L校2菊ぎ日ぴ
13 戦予の菊き形2のの差さ
1量史τま老t元手声え焚たす
i z纏tだの禄予重2け湖こ
;主へ捨す居いの、ねば畔2
1主るて並2御み合ぁ匂S鎮年
i品倉:切さぶ世ょふゐひも
1 解Eれ"鮮喜初?のり
¥ ~くず周』 や綴E 華2 枯2
3主 亥ぃ忌Sか "や深Z
L z のにげむ
12 子こ
j3 餅2
3と
1 の

i i辻阪佐伊芳杉今
;i 井藤藤賀本村
i自知み朝翠ああ由
;; き井百子え子女えい子
ま

L4神山‘ ........ '~~，.......... ............へ利別俳句会
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ーーー、
町

大人360円大人(中
学生)310円 巾人150
円・小人無料

泊 大人5.95日刊 ー大人(中
学生)5. 800円・中人
5.380円小人4，850円

※11月1日-4月初日目問は別注暖房料
310円かかります。
・お問い合わせ先/八雲町商工鯛光労政問i
801376-2-2111 内線342
圃予約/川j世おぼこ11 801376-3-3123 

雲
~町営温泉お|まこ荘~
《静かt.l:山峡の町営温泉》
四季折々に変わる露天風呂。雪を見な
がらの露天風呂は格別。
・料金
・日帰入浴

.宿

J¥ 北槍山町
温泉と山;語の幸でおもてなし

・忘年会・新年会ヌラン・
ゆったり気分で瓶泉につかり 山梅田
幸に舌鼓を打って、心とからだのリフレ
yシュをしませんか。
ただいま、『温泉ホテルきたひやま』
『回閣の湯宿ねとい樋泉J~ふとろ荘 (jfl}
の家)Jでは忘年会。新年会のご予約を
最っております。
・ご予約・お問い合わせ
。温泉ホテルきたひやま
(801378-4-4120) 
。回国のsHNねとい福泉
(801378-4-5141) 
。ふとろ41(#ijの家)
(801378-6-0021) 

〆ーーーーーI

瀬 棚町
純米酒・生生『吟子物語』
幻の酒米マツマエをアイガモ民

法による有機無農薬(転換中)で栽

培し醸造。

生生独特の旨みと、すっきりと

したのどごし。

冬期限定。一度お試しください。

争発売日 12月下旬発売予定

-お問い合わせ

瀬棚町酒販!古組合(商工会内)

特
設
人
権
回
り
ミ
と

刷
配
ミ
と
咽
談
所
を
開
設

ー
、
日
時
平
成
日
年
内
μ
月
凶
日

(木
)
午
前

ω時
か
ら
午
後

3
時
ま
で

2
、
会

場

名

今

金

町
民
セ
ン
タ

3
、
相
談

内

容

児

童

・
生
徒
の

い
じ
め、

家
庭
内
の
い
ざ
こ

ざ
借
地
借
家
、
不
動
産
、
登

記
、
相
隣
関
係
等
身
近
な
法

律
問
題
や
心
配
ご
と

4
、
相
談
担
当
者

人
権
擁
護
委

員
、
法
務
局
職
員

5
、
主

催

函

館

地
方
法
務
局
、

函
館
人
権
擁
護
委
員
協
議
会

ハ
ロ
ー
ヮ
ー
っ
か
ら
お
知
ら
せ

北
槍
山
帥
刷
業
相
談
室

へ
の

職
員
派
遣
日

函
館
公
共
職
業
安
定
所
職
員
の

ロ
・

1
月
の
派
遣
日
は
、
次
の
と

お
り
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
北
槍
山
職
業
相
談
室
で

の
雇
用
保
険
受
給
手
続
き
に
つ
い

て
は
、
職
員
派
遣
日
に
職
員
が
取

301378-7-3435 

温泉紹介

『国民温泉保養包ンター』
広大な貝取澗渓谷の保養温泉地

に位置する、身も心もあったかに

なる温泉。お風呂から眺められる

No.20 

町成

]リド-JL交涜ネットワーワ陪報

文熊石町
古山峡の湯の宿

見市温泉
穆蒼たる雲石峡!
紅・黄色・緑のコン トラス トl
表情豊かな四季の息吹を!長じ
て・
鉄分を多く含んだ赤茶色の湯は
源泉そのまま。
大浴場、せせらぎを望む露天風
呂はミネラルが豊富で湯治には最
適です。
・宿泊 7，800円から
・入浴料 大人400円 小人200円
301398-2-2002 

四季折々の景色、周辺には遊歩道

や公園もあり、大成田]の大自然を

満喫できます。

大成111]宇貝取澗

-入浴料大人260円 ・小〆、50円

-場所11月11日をもって終了しました
『ぬくたまらりーパート 21は厳選
なる抽選をし、後目、当選者に各町
の特産品をお届けいたしま

長万部町
-2000年へ向かつて~

・と~んとm火花!108発.
2000年冬に輩さく長万部と題して、
元旦に108発の花火を打ち上げます。
・日 時 1)-J 1日午前O時
・場所 飯生神社広場
.内容 レーザ一光線ショー、高

布告忠史ライブ、花火大会
※振る舞い酒のサービス、年越しそ
ばの屋台もあります。
※日帰り禍泉は午前2時まで営業。
・ぉ!日lい台わせ先
実行委員会 (301377-2-4545)

• 

t 

• 

扱
を
し
ま
す
が
、
職
員
の
派
遣
日

以
外
は
八
雲
出
張
所
で
手
続
き
を

し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

平成11年12月分

職員派遣日 職員の取扱時間

12月8日 (水) 午前9時~午後5時

12月14日(火) 午後2時~午後5時

12月15日(水) 午前9時~午後5時

12月21日(火) 午前9時~午後5時

12月22日(水) 午前9時~午後5時

12月24日(金) 午前 9 時~12時

平成12年 l月分
職員派遣日 職員の取扱時間

1月6日(木) 午前9時~午後5時
1月11日(火) 午後l時~午後5時
l月12日(水) 午前9時~午後5時
1月19日(水) 午前9時~午後5時

連絡先

北櫓山職業相談室

ハローワーク函館

ハローワーク八雲

801378-4-5724 
80138-26-0735 
801376-2-2509 

『ぬく定まらりーパート 3~ スター卜
12月1日から3月15日まで

す。
また、『ぬくたまらりーパート 31
を12月1日~平成12年3月15日まで
実施します。 『ぬくたまらりーパー
ト21で、全川のスタンフ。が集まら
なかったハガキをお持ちの方はその
ままお使いください。

冬

期

出

線

労

働

者

集

団
現
由
選
考
の
開
催

例
年
需
要
地
の
ハ
ロ

l
ワ
l
ク

と
求
人
者
の
方
々
が
北
海
道
に
お

い
て
就
職
希
望
者
と
面
接
し
て
採

用
す
る
集
団
現
地
選
考
会
を
行
っ

て
お
り
ま
す
が
、
本
年
度
の
実
施

計
画
は
次
の
と
お
り
予
定
し
て
お

り
ま
す
の
で
、
是
非
こ
の
機
会
を

積
極
的
に
利
用
さ
れ
ま
す
よ
う
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

1

日
時
ロ
月
口
日
(
金
)

午
前

ω時
1
午
後
3
時

2

会

場

花

び

し

ホ

テ

ル

函
館
市
湯
川
町
1

1
同

日日

8
0

1

3

8

5

7

0
1
3
1
 

『
種
川
温
泉
』
怖
館
日

愛
面
止
の
お
知
ら
せ

い
つ
も
ご
利
用
い
た
だ
き
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

ロ
月
間
品
目
(
木
)
は
祝
日
の
た

め
、
種
川
温
泉
は
通
常
ど
お
り
蛍

業
す
る
こ
と
と
し
、
休
館
日
を
次

の
と
お
り
変
更
し
ま
す
の
で
お
知

ら
せ
い
た
し
ま
す
。

• • • • • • 
・

例
年
、
年
末
に
は
銀
行
、
郵
便

• 
-
局
等
の
金
融
機
関
、
コ

ン
ビ
ニ
エ

• 
-
ン
ス
ス
ト
ア
を
狙
っ
た
強
盗
や
空

• 
・
き
巣
、
ひ
っ
た
く
り
等
の
犯
罪
が

• 
・
多
発
し
ま
す
。

• 
・

安
全
で

平
穏
な
年
末
を
過
ご

• 
-
し
、
希
望
に
満
ち
た
新
年
を
迎
え

• 
-

る
た
め
に
、
次
の
こ
と
に
気
を
つ

い
け
て
、
犯
罪
や
事
故
の
被
害
に
巡

日
わ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

日
。
多
額
の
現
金
を
持
ち
歩
く
と
き

• 
+」
0・t

• • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 
複
数
で
行
動
す
る

自動車保険請本相談センター

をご存じですか• 
9
 
f
 

1

k
l
 

1
四川

1

ζ
 

ー

の額多のヘ
ム
官誠協

。
祉
た
福
し
会
ま
社
い、ざ

倒
ご

引

叶

う

些
とT
 

B

カ

調
刷
れ
リ

学
あ
盟
意
田
陣

鼎
ん
ご

※
 

社会福祉協議会だより休
館
日

(月
)

※
円
以
月
お
日

し
ま
す
。

自動車保険諮求相談センターでは、自動車損

害賠償責任保険並びに任意自動車保険の請求に

ついて、一切無料で相談を受け付けています。

• 盤笠墜i

クラブ

いまかね陶芸同好会

男忠井義 |奥

《今金田]ー》

子 |花石老人

勝上野

《函館市》

記
平
成
日
年
ロ
月
初
日

は
営
業
い
た

『
一
陣
川
温
泉
』
{
あ
ヲ
た
か
ら

れ
と
』
年
来
年
始
の
醤
業
鵬
悶

前f田

《奥尻町》

《大成 町》

仁h
(木
)

-
自
動
車
を
利
用
す
る

な
ど
し
て
、
ひ
っ
た
く
り
の
被
害

に
遭
わ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

O
家
を
留
守
に
す
る
と
き
は
、
必

ず
戸
締
ま
り
を
し
ま
し
ょ
う
。

。
自
動
車
か
ら
離
れ
る
と
き
に

は
、
エ
ン
ジ
ン
キ
ー
を
抜
き
、
ド

ア
ロ
ッ
ク
を
し
ま
し
ょ
う
。

。
事
故
や
災
害
な
ど
の
発
生
に
備

え
、
平
素
か
ら
危
険
箇
所
等
を
把

握
す
る
と
と
も
に
、
発
生
時
の
避

難
場
所
、
避
難
路
を
確
認
し
て
お

き
ま
し
ょ
う
。

〕0
 
1
 
〔

《
連
絡
先

北
槍
山
笠
察
署

8
4

1
6
1
1
0
》

c:， 慢堕‘"-.
連絡先は 『唱轟E

社団法人 日本損害保険協会

北海道支部

札幌自動車保険請求相談センター

干060-0807 札幌市北区北7条西 5-5-3

(札幌千代田ビル5階)
801ト709-1881(直通)

8011-709-1231 (代表)

ブ

夫

申
也、

連

自H

種 川 小学校児童会

函館臨床福祉専門学校|八東小学校児童会

《札幌市))中村恭子

林

「光 の箱」

フ

域

啓太

ク

安

山 広

倉

老人

沢

木

八千よ

I!IJ 

J 1 J 彦|種

上

鈴

袷
之

昭|大英

手口

正

野

田

《千葉県》

宮本

《むつ市》

成

伊

《恵庭市》

中

1'1 日 極)111見泉 あったからんと

12月28日(火) 通常営業 通常営業

12月29日(7k) 通常営業 f本 業

12月初日(木) 休 業 通常蛍業

12月31日(金) 午前10時~午後3時 午前日時~午後4時

1月i日(士) 休 業 午前11時~午後5時

i月2日(日) 通常首業 通常営業

〕-1
 
〔

「種
川
源
泉
」
及
、ひ
「
あ
っ
た
か
ら

ん
ど
」
の
年
末

・
年
始
の
営
業
時

間
は
次
の
と
お
り
で
す
の
で
、
お

知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。
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お

日
山

い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
誰
で
も
が
、

肝

同
巴

町
の
歴
史
や
自
然
・

文
化
を
大
切
に
し

一山
岡
凹

‘家
庭
や
学
校
、
地
域
社
会

の
き
ず
な
を
深
め

日

u
回
目

熱
意
を
も

っ
て
、
自
ら
楽
し
く
健
や
か
に
学
び
合

い
ま
し
ょ
う。

社会教育

だより
又 甲
4じ三
t~ 再
会 主
永 富
章32

地
域
に
密
着
し
た
文
化
芸
術
の

振
興
や
団
体

・
グ
ル
ー
プ
、
会
員

な
ど
の
指
導
育
成
に
功
紛
が
あ
り

ま
し
た
次
の

二
個
人
二
団
体
が
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。

O
本
田
一
三
さ
ん
(
大
和
町
)

平
成
3
年
社
団
法
人
日
本
盆
栽

協
会
今
金
支
部
結
成
と
同
時
に
会

長
就
任
。
会
員

一
同
の
協
調
と
融

和
の
中
で
盆
栽
展
や
講
習
会
を
開

永
年
の
ご
尽
力
に
感
謝
し
て

教
育
功
労
永
れ

本
町
の
教
育
、
体
育
ス
ポ
ー
ツ

の
振
興
に
功
績
が
あ
っ
た
次
の

5

個
人

l
団
体
が
表
彰
さ
れ
ま
し

た
。
O
荒
川
敏
弘
さ
ん

(末
広
町
)

昭
和
回
年
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
指
導

員
の
要
職
を
歴
任
、
ま
た
、
体
育

協
会
理
事
と
し
て
豊
富
な
経
験
と

優
れ
た
指
導
力
で
社
会
体
育

・
ス

ポ
ー
ツ
の
振
興
に
貢
献
し
た
。

O
及
川
誇
子
さ
ん

(鈴
金
)

昭
和
白
年
か
ら
文
化
財
保
護
委

員
を
歴
任
、
ま
た
、
社
会
教
育
委

員
と
し
て
豊
富
な
識
見
と
文
化
活

動
の
経
験
を
生
か
し
、
文
化
財
保

催
し
、
会
員
の
技
術
向
上
を
図

り
、
文
化
娠
興
に
貢
献
し
た
。

。
村
上
規
雄
さ
ん

(御
影
)

昭
和
位
年
北
陽
画
会
入
会
以

来
、
日
写
連
北
部
槍
山
支
部
に
も

所
属
し
、
両
団
体
の
要
臓
を
歴

任
、
会
員
の
指
導
に
あ
た
ら
れ

た
。
ま
た
、
総
合
文
化
祭
に
お
い

て
も
役
員
、
展
示
部
長
を
歴
任

し
、
今
日
の
基
礎
を
築
き
上
げ、

文
化
振
興
に
貢
献
し
た
。

。
今
金
社
交
ダ
ン
ス
ク
ラ
ブ
(
会

長
内
ヶ
島
和
之
)

昭
和
刊
年
結
成
以
来
、
近
隣
町

村
と
の
交
流
を
通
じ
て
技
術
向
上

に
努
め
る
ほ
か
、
毎
年
チ
ャ
リ
テ

ィ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー
を
企
画
開
催
す

る
な
ど
、
地
域
に
密
着
し
た
幅
広

い
活
動
で
文
化
振
興
に
貢
献
し
た
。

O
今
金
音
楽
愛
好
会
(
会
長
岸
本
義
仁
)

昭
和
幻
年
結
成
以
来
、
槍
山
北

部
を
中
心
に
様
々
な
催
事
へ
参

画
、
出
演
し
た
ほ
か
、
毎
年
福
祉

施
設
を
慰
問
す
る
な
ど
、
幅
広
く

音
楽
を
普
及
す
る
活
動
で
文
化
振

興
に
貢
献
し
た
。

問
い
合
わ
せ
は
、

二

三

四
八
八

る番喜~号J麗句

一
本
杖
の
ス
キ
ー

東
北
帝
国
大
学
段
科
大
学
(
現
北

大
)
予
科
の
ド
イ
ツ
語
教
師
と
し

て
赴
任
し
た
、
ハ
ン
ス
・
コ
ラ
l

教
授
が
母
国
の
ス
イ
ス
か
ら
ア
ル

パ
イ
ン
式
ス
キ
ー
を
取
り
寄
せ
、

学
生
た
ち
が
馬
稔
屋
に
ス
キ
ー
を

作
ら
せ
て
滑
っ
た
の
が
最
初
だ
そ

う
で
す
。
本
格
的
な
ス

キ
ー
は
明
治
必
年
旭
川

陸
軍
第
7
師
団
に
転
属

と
な
っ
た
オ
ー
ス
ト
リ

ア
人
の
レ
ル
ヒ
少
佐
が

広
め
た
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。写
誌
は
加
藤
俊
治
さ

ん
(
種
川
在
住
)
か
ら
寄
贈
い
た

だ
い
た
も
の
で
、
竹
の

一
本
杖
で

す
べ
る
初
期
の
も
の
で
あ
る
と
恩

わ
れ
ま
す
。

参
考
文
献
・

「
北
海
道
の
民
具
」

(
北
海
道
新
聞
社
刊
行
)

〕2
 
1
 
〔

〈文化財探訪42>

今
年
も
は
月
と
な

り
、
本
格
的
な
冬
の

到
来
と
な
り
ま
し

た
。
雪
と
い
え
ば
ス

キ
ー
を
連
想
す
る
方

も
多
い
と
思
い
ま

す
。
北
海
道
の
ス
キ

ー
は
、
明
治
制
年
に

求
め
て
活
動
し
て
い
る
今
金
ア
ス
く
綴
僅
的
に
交
流
を
深
め
て
い
る

私
た
ち
の
生
涯
学
習

・

リ
l
ト
ク
ラ
ブ
(
会
長
水
野
信
義
そ
う
で
す
。
「
痩
せ
た
い
」
「
位
脱

・

今
月
は
走
る
こ
と
の
楽
し
さ
を
さ
ん
)
を
紹
介
し
ま
す
。
昨
年
9

の
た
め
」
な
ど
走
る
き
っ
か
け
は

，

1
a

・・園lla週
羽
羽

司

A

圃

月

「

走

る

こ
と
が
大
好
き
な
仲
人
そ
れ
ぞ
れ
で
す
が
、
い

つ
で
も

-

凶

-

E

-

』
園

間
」
が
集
ま
り
、
子
供
か
ら

大

人

ど

こ
で
も
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
0

・

a・
圃
悶
「
‘

E

斥
F

圃

-

-
掴
盟
国

E
E川
広

与

ま

で

は
山
名
で
発
足
し
ま
し
た
。

「走
っ
た
後
の
充
実
感
は
走
っ
た

一

幽

思

剛

志

h
o
一

道
内
各
種
大
会
に
参
加
す
る
こ
者
で
な
け
れ
ば
分
か
ら
な
い
。
走

・

司

田

園
盟
系
九
ぬ
W

i

-

と
や
ク
ラ
ブ
員
相
互
の
親
睦
を
図
る
こ
と
を
生
活
の

一
部
に
し
て
し

一

醐

拘

和

¥

引

一

る
た
め
を
主
な
活
動
内
容
に
し
て
ま
え
ば
こ
ん
な
楽
し
い
こ
と
は

• 

-
a'腕
出
品
.・

3

-

い
ま
す
。
今
金
美
利
河
問
の
マ
ラ
あ
り
ま
せ
ん
。
」
と
会
員
が

口
々

・

圃

園
田
品
耐
蝿

園

圃

・

-

副司
F
r

、・~υ
-ソ
ン
、
美
利
河
湖
畔
2
時
間
マ
ラ
に
話
し
て
い
ま
し
た
。
新
し
い
仲

-

闘
翻
W
U咽

rJM

-
ソ
ン
な
ど
を
行
っ
た
そ
う
で
す
。
問
や
見
知
ら
ぬ
自
分
に
会
え
る
か

-

『一

-院
医
剥
峨
』

#

-

ま
た
、
他
町
と
の
交
流
も
大
切
も
知
れ
な
い
、
そ
う
信
じ
て
ス
ポ

・

-

K
圃
臨
剖
酒
E
F

」

-

に
し
て
い
る
そ
う
で
、
特
に
北
槍

l
ツ
に
熱
中
で
さ
る
こ
と
は
、
素

.

「
l
圃
圃
じ
臨
FEr
-
L
山
愛
走
会
に
は
学
ぶ
と
こ
ろ
が
多
晴
ら
し
い
こ
と
で
す
ね
。

• 

， 

• 

護
、
社
会
教
育
の
振
興
に
貢
献
し

た
。
O
井
村
豊
さ
ん
(
種
川
)

昭
和
回
年
か
ら
体
育
指
導
委
員

ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
指
導
員
、
健
全

育
成
推
進
委
員
会
委
員
等
を
歴
任

し
、
豊
富
な
経
験
と
優
れ
た
指
導

力
で
、
社
会
体
育
、
ス
ポ
ー
ツ
の

振
興
に
貢
献
し
た
。

O
中
川
繁
こ
さ
ん

(南
町
)

昭
和

ω年
か
ら
文
化
財
保
護
委

員
、
ま
た
、
社
会
教
育
委
員
等
を

歴
任
し
、
豊
富
な
識
見
と
文
化
活

動
の
経
験
を
生
か
し
、
文
化
財
保

護
、
社
会
教
育
の
振
興
に
貢
献
し

た
。
O
垣
本
利
光
さ
ん
(
大
和
町
)

昭
和
伺
年
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
指
導
者
と
し
て
、
ま
た
、
体
育

協
会
理
事
と
し
て
、
豊
富
な
経
験

と
優
れ
た
指
導
力
で
青
少
年
の
体

育
、
健
全
育
成
に
貢
献
し
た
。

O
美
利
河
小
学
校
(
美
利
河
地
区

山
村
留
学
推
進
協
議
会
)

平
成
2
年
度
か
ら
山
村
留
学
制

度
を
取
り
入
れ
、
全
国
各
地
か
ら
の

留
学
生
と
「み
ん
な
で
つ
く
ろ
う
、

た
の
し
い
学
校
」
を
合
言
楽
に
、
心

身
と
も
に
健
康
な
干
供
の
育
成
を

目
指
し
た
創
意
あ
る
教
育
活
動
で

教
育
行
政
の
発
展
に
貢
献
し
た
。

歩め まキす 圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃 れ自れン
くる初す i. 0 r.::.-III彊~守里哩rI':'司里!m冒 が然まタ冬
スの心。教ま ・-.rc，・E泊Z“a・1:1lウとす|も
キが者 室た ーーーーーーーーーーーーーーーー ィ |古l 。スい
ぺに な、を向好盟委ま者| 番ンき雪ポよ
さ歩も ど親予け会 や員でにドス のタ合を lい
フどす も子官のとス会大ははキ楽|つ上ツよ
ブ主ぐ 言|で 「教協/で変難な|し スて手 も到
主主で 画楽と室力 lはでしかやみポ楽 r 盛来
催了き しし L ・しボスすくな ス方 lし 涌んし
ム てめお講初 lキ。慣か/でツむ回 L
講 Ji来 おるり習心ド|教れ初 lすの、 7!行ウ
習えし りスま会者愛連育る心ボ。 ー こ叱わイ

第10回ふれあいスポーツ交i罰金

場期種

(t • 
句

血

会
や
町
民
歩
く
ス
キ

l
の
集
い
な

ど
誰
で
も
気
軽
に
参
加
で
き
る
事

業
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

冬
は
部
屋
に
と
じ
こ
も
り
が
ち

で
、
運
動
不
足
が
心
配
で
す
。
家

族
友
人
・
職
場
の
仲
間
等
で
ウ

イ
ン
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
に
ト
ラ
イ
し

健
康
で
充
実
し
た
冬
を
、
町
民
皆

さ
ん
で
迎
え
ま
し
ょ
う
。

(
日
)

社
教
関
係
行
事
等
の
日
程

)す

【

nR-

まHV
 

9
日
附
町
民
学
級
打
ち
合
わ
せ

な

会
議

ω
∞

学

習

セ

杭

ン
タ
l

白

川
日
出
今
金
つ
子
の
ふ
れ
あ
い

番

体
験
工
房

ω
∞

光

守

の
星
学
園

討

ロ
日
間

第
6
回

ス

ー
パ
ー
キ

町

ツ
ク
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル

夜

9

∞

総

合

体
育
館

仲

日
日
間

ス
ポ
ー
ツ
指
導
員
実
技

刷

研
修

ω
ω
総
合
体

在

育
館

料

凶
日
同

文

化
協
会
ク
リ
ス
マ
ス

・。

コ

ン

サ

ー

ト

凶

切

か

町
民
セ
ン
タ
ー

番

凶
日
が

四
γ
薬
会
婦
人
の

つ
ど

。

い

ほ
プ

∞

町
民
セ
ン

日

夕
1

3

ω目
別

町
民
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大

一

会

9

∞

総

合

体

育

2

館

は

お
日
出
1
幻
日
間
熊
本
県
山
鹿

話

鹿
本
少
年
少
女
友
好
シ
ュ

矧

プ

|
ル
受
け
入
れ
事
業
ク

鮪

ア
プ
ラ
ザ
ピ
リ
カ
他

の

7
E

ば

h
J

、1

e
L叫

8
日
正

1
m
白
川
こ
ど
も
カ
ル

め

タ

教

室

日

∞

総

合

じ

l
、
じ

体
育
館

L
K

口
U

つム

n
u
n
u
n
u

つ
臼
つ
Junυ

所

・
ピ
リ
カ
ス
キ

l
場

・
ピ
リ
カ
遺
跡
ふ
れ
あ
い
歩
く
ス
キ

l
コ
1
ス

目
・
ジ
ャ
ア
イ
ア
ン
ト
ス
ラ
ロ
ム

・
歩
く
ス
キ
l

申
込
み
・

2
0
0
0
年
2
月
1
日
(
火
)

ま
で
今
金
町
総
合
体
育
館
へ
申
込
書
に
記
入
の
上

参
加
料

・
小
人
千
円

・
大
人
千
五
百
円



つ
え
に
ア
イ
ス
ピ
ッ
ク
を
つ
け
て
、

十
二
月
に
な
り
冬
の
本
番
の
季

節
が
近
づ
い
て
き
ま
し
た
。
つ
え

を
つ
い
て
い
る
み
な
さ
ん
雪
道
で

転
ん
だ
経
験
は
あ
り
ま
せ
ん
か
、

雪
道
は
転
び
や
す
く
大
変
危
険
で

す
。
転
ん
で
打
ち
身
や
ね
ん
さ
、

骨
折
し
て
し
ま
う
方
が
た
く
さ
ん

い
ま
す
。
お
年
寄
り
の
方
な
ど

は
、
そ
の
た
め
に
寝
た
き
り
に
な

っ
た
り
、
足
が
不
自
由
に
な
っ
て

し
ま
う
方
も
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
こ
と
を
防
ぐ
た
め
に
は
、

つ
え

に
ア
イ
ス
ピ
ッ
ク
を
つ
け
て
ほ
し

い
も
の
で
す
。

ア
イ
ス
ピ
ッ
ク
に
も
い
ろ
い
ろ

な
積
類
(
写
真
)
が
あ
り
ま
す
。

(
A
)
王
冠
の
よ
う
な
形
で
複
数

の
つ
め
が
付
い
て
い
る
タ
イ
プ
、

(
B
)
先
端
が
ス
ト

y
ク
状
に
な

っ
て
い
る
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
タ
イ
プ

は
主
に
つ
え
の
先
に
部
品
と
し
て

取
り
付
け
る
方
式
で

一
千
二
百
円

1
二
千
円
程
度
で
す
。
(
C
)
つ
え

の
先
に
付
け
る
石
づ
き
に
ア
イ
ス

ッ
ピ
ク
が
内
蔵
さ
れ
、
ワ
ン
タ
ッ

チ
で
つ
め
部
分
が
出
て
く
る
タ
イ

プ
が
五
千
円
程
度
、

(
D
)
石
づ
き

雪
道
も
安
心
!

• 
の
外
側
に
つ
め
が
付
い
て
い
て
、

つ
め
の
部
分
が
前
後
に
動
く
た
め

路
面
を
し
っ
か
り
捕
ら
え
る
タ
イ

プ
が
二
千
円
程
度
と
な
っ
て
い
ま

す
。
ど
の
タ
イ
プ
も
簡
単
に
つ
え

に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
つ
え
の
石
づ
き
(
つ
え

の
先
に
つ
い
て
い
る
ゴ
ム
)
を
何

年
も
取
り
替
え
ず
、
す
り
減
っ
て

い
る
人
を
見
か
け
ま
す
。
石
づ
き

は
つ
え
の
安
定
性
を
保
つ
も
の
で

す
。
石
づ
き
が
減
っ
て
き
て
い
る

と
思
わ
れ
る
方
は
取
り
替
え
ま
し

ょゆっ。

• 

， 

• 
*
石
づ
き
は

一
何
三
百
円
1
四
百

円
位
で
、
つ
え
・
松
葉
杖
を
使
用

し
て
い
る
方
は
、
ア
イ
ス
ピ
ッ

ク

・
石
づ
き
は
補
装
具
と
し
て
認

め
ら
れ
て
お
り
、
給
付
の
対
象
と

な
っ
て
い
ま
す
。

〈
〉
「
総
合
福
祉
施
設
と
し
べ
つ
」

i
階
介
護
用
品
展
示
コ
ー
ナ
ー
で

は
、
い
ろ
い
ろ
な
積
類
の
つ
え
・

ア
イ
ス
ピ

ッ
ク
、
石
づ
き
が
見
本

と
し
て
展
示
し
て
あ
り
ま
す
。
介

護
用
品
(
ア
イ
ス
ピ

γ
ク

・
石
づ

き
)
・
補
装
具
の
申
訪
に
つ
い
て

も
、
相
談
を
受
け
て
い
ま
す
の

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

で、総
合
福
祉
施
設
「
と
し
べ
つ
」
内

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

8
 η
L
'!
ハ，4
ウ

t
o
o
ハ
U

くり 国保係)

~2月みんなの健康

司 I歳6・7ヶ月児

胃がん 'AJJ日がん検診
副 品 l同 nRJ:t:'

すくすく下育てダイヤル

股関節脱臼検査

れ

な

時

ポ

忘
祖
師
棚
了

を
と
接
ご

間
以
絵
防
が

診

飽

予

す

予

児

、

ま

乳
で
れ

帳

の
超

手
。
は
な
が
い

干
に
円
日
柿
さ

ほ
ず
お
る
問
下

曲1歳児~就学前の全幼児

3踊躍台予防接種1J制追加

満
か
ケ
た

米
2
6
い

円
(
、
お

ケ
組
後
を

叩
接

7
隔

ら
回
終
聞

か
初
)
の

3
期
間
上

後

1
3
以

生
児
ら
月
古

幼児歯科検診
(よいこの歯科検診)

お知らせ
合無1:&地区巡回at時は捕院の治時y~と同じです. 70成以七のプJは老人医時受給者証も必聾となりますのでお忘れのないようお嗣いします.
会ポリオ予防接種は担問楠診となります.I皇輔料金は無料です.
ポリオ干，防接観の個別措内は3ヶ月-18ヶJJの方のみにですので それ以外でぶ峰崎の方は下Jcまでご辿結ください.
また、予障者をお持ちでない方、受け方がわからない方も、下Ró~紺先までご相総ください.

くお1111い合わせ 連組先〉総合福祉施設としべつ内保随幅祉関健闘づくり係 2-2780 ~1l話

[14) 

12月27日は 園田薮盲目-':1回ご案内

町道民税(第3期) 高校や大学・専門学校 各組学校などへ進学するための諸

Y~nJ や、在学中の授業料 ・ 下宿代など、お子様の教育に必要

国民健康保険税(第5期) な資金を融資する公的制度として、低利な「国の教育口一

ン」がお役に立ちます。

の納期となっています。 (海外の学校への留学資金も可)

※納め忘れのない便利な口座振替の手続は
ご融資の概要

役場税務際まで
ご融資額 学生 ・生徒お 人につ吉200万円以内
平IJ 率 '1'2.3% (固定金利)

1011'以内
納税は社会の基本的なルールです ご返済問!問 交通J立児家庭および母子家庭の方については、

消費税及び地方消費税は
l年の延長が可能です.

tm i11 WJ問
在学Jijll:n以内で7C金の抑iu:ができます。

必ず期限内納付を!
(ご返済期間に含まれます.) 

保 証
側教育資金融資保証基金または保証人

※期限内に納付できない事情のある場合は、
( 1名以上)

お早めに税務署にこ'相談ください。 毎月比利均等返済

こ'返済方法 ボーナス月増傾返済(ご融資額の2分のl以内)や

詳しいお問い合わせは、 ステ yプ返済に'j8iIiを途中で増曲するもの)もできます。

八雲税務署総務課管理徴収担当
※ご相談先国民金融公庫函館支1吉 教育ローン係

(BOI376-3-2148) 
BOI38-23-8291 

• • ガ
ン
で
命
を

箔
と
さ
恕
い
た
め
に

ま
だ
ま
だ
「
ガ
ン
は
怖
い
」
「
ガ

ン
H
死
」
と
イ
メ
ー
ジ
す
る
方
は

多
い
で
し
ょ
う
。
で
も
、
今
や
ガ

ン
は
治
る
時
代
に
な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
進
行
し
て
、
大
き
く
な

っ
て
し
ま
っ

た
ガ
ン
や
転
位
し
て

身
体
に
散
ら
ば
っ
て
し
ま
っ
た
ガ

ン
を
完
全
に
治
す
の
は
未
だ
難
し

い
状
況
に
あ
る
の
は
事
実
で
し
ょ

う
。
ガ
ン
で
命
を
落
と
さ
な
い
た

め
に
は
、
「
早
期
ガ
ン
」
を
「
早
期

に
発
見
」
す
る
こ
と
が
大
切
な
ポ

イ
ン
ト
な
の
で
す
。

「早
期
ガ
ン
」

の
状
況
で
発
見
で
き
れ
ば
治
る
可

能
性
は
卯
%
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

で
は
、
「
早
期
ガ
ン
」
を
発
見
す
る

に
は
ど
う
し
た
ら
良
い
の
で
し
ょ

う
か
。
ガ
ン
は
全
身
ど
こ
に
で
も

で
き
る
可
能
性
の
あ
る
も
の
で

す
。
し
か
し
、
胃
が
ん
・
大
腸
が

ん

・
乳
が
ん

・
子
宮
が
ん
な
ど
の

よ
う
に
か
か
る
頻
度
も
古
川
く
検
診

で
早
期
発
見
が
可
能
な
ガ
ン
は
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
で
す
か
ら
健

康
だ
と
思
っ
て
い
る
と
き
こ
そ
検

診
を
気
軽
に
受
け
る
こ
と
が
大
切

な
の
で
す
。
そ
も
そ
も
、
が
ん
と

い
う
も
の
は
早
期
の
も
の
で
も
、

進
行
し
た
も
の
で
も
自
覚
症
状
が

無
い
と
言
う
こ
と
を
肝
に
銘
じ
て

下
さ
い
。
自
覚
症
状
が
現
れ
て
か

ら
検
診
や
診
断
を
受
け
て
も
、
既

に
ガ
ン
は
早
期
を
通
り
越
し
て
進

行
し
て
い
る
こ
と
が
多
い
の
で

す
。
今
金
町
で
は
平
成
は
年
1
月

に
乳
が
ん
・
子
宮
ガ
ン
検
診
を
、

2
月
に
は
胃
が
ん
・
大
腸
が
ん
検

診
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
年
に
一

回
の
検
診
の
機
会
と
し
て
ぜ
ひ
ご

利
用
下
さ
い
。
検
診
機
関
は
北
海

道
対
が
ん
協
会
と
い
う
が
ん
検
診

専
門
機
関
で
す
。
町
で
実
施
す
る

こ
の
検
診
は
「
ガ
ン
ら
し
い
も
の

が
な
い
か
ど
う
か
」
を
調
べ
る
検

査
(
ふ
る
い
分
け
検
査
)
で
す
。

で
す
か
ら
、
胃
潰
筋
な
ど
で
治
療

中

・
経
過
観
察
中
で
定
期
的
に
病

院
で
胃
カ
メ
ラ
を
飲
ん
で
検
査
を

受
け
て
い
た
り
、
紛
の
内
視
鏡
検

査
を
受
け
る
な
ど
し
て
い
る
方
の

場
合
、
今
回
の
検
診
は
病
院
よ
り

細
か
い
検
査
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の

で
主
治
医
と
相
談
す
る
こ
と
を
お

勧
め
し
ま
す
。
検
診
の
詳
し
い
お

知
ら
せ
は
回
覧

・
新
聞
折
り
込
み

で
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。
日
程
に

つ
い
て
は
上
記
の
「
み
ん
な
の
健

康
」
で
ご
碓
認
下
さ
い
。

(
健
康
づ
く
り
係
)

〕戸、1
 
〔



2織のアイドル
恵太ちゃん

うまいべイ収穫祭
地元の眠をI霊能

砂鷲野

(平成9年6月6日生まれ)

高美町鷲野草さん真理子さんの長男

【親から】
いつも弟の恵介をかわいがってくれる
やさしいお兄ちゃんです。
rYd太ね、お父さんとおつきいこeっこ釣
るの!J 
(竿は用意してあるぜ↑! 父より)

ひかり

陽梨ちゃん

(平成9年7月19日生まれ)

八幡町 田中一聡さん、みち子さんの長女

【親から】
外では恥ずかしがり犀のくせに家の中
だととてもひょうきんもの1

いつもみんなに笑いをふりまいています。
弟のことが大好きで、よく一緒に遊んだり

ちょっかいをかけたりお姉さんぶりを発
障しています図このまま明るくのびのびと

育ってほしいと思います。

‘田中叩
月
刊
出
目
、
今
金
農

民
組
合
う
ま
い
ベ
イ

「
こ
だ
わ
り
工
一
房
」
の

主
催
に
よ
る
、
収
税
祭

が
町
民
セ
ン
タ
ー
で
行

わ
れ
ま
し
た
。
当
日
は

入
場
券
千
円
で
新
米
の

試
食
や
、
実
演
後
の
つ

き
た
て
の
餅
、
う
ち
立

て
の
そ
ば
な
ど
、
地
元

の
味
を
堪
能
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

C 

， 

+<%。々。住民の動態
10月末現在

前月対比

人口 7，151人(ム6)

男 3，445人(ム2) 

女 3，706人(ム4)

世帯数 2， 698世帯(ム1)

図おた合守ょうおめでとう

南海烹存¥ 10月14日(保護者
黒田農ず九 10月19日(保護者
兵藤 源子ちゃん 10月28日(保護者

++や
87-2470 

82-0221 

84-5011 

82-0057 

84 -5321 

87-3021 

※当時[Kが急きょ変更となる場合がありますのでご了取下さい.

※診療時間

午前l日時から正午まで

午後l時から 3時まで

休日当番医

瀬棚町田保医科診療所(i頼 捌)

今金町立国保病院(今金)

道南ロイヤル病院(北柏山)

岩間医院(今金)

北格山立国保病院(北槍山)

楢崎医院(瀬棚)

12月5日

12日

19日

23日

26日

31日

発
行
/
北
海
道
今
金
町
役
場

o 

固いつまでもおしあわせに

lÜ~ 水野 健ーさん(商工団地)=須甲真里子さん(北棺山町)

lü~l 水戸部義之さん(大和町)ニ伊藤 明子さん(金原中央)

"イ 山本 光也さん(齢岡第一)=高田麻紀子さんは和町)
ll~ 安藤 拓也さん(末広町)ニ天井奈緒美さん(末広町)

ll ~ 岸 貴之さん(陪 町)=伊藤里恵さん(寒 昇)
小児科外来の診療時間変更について

制
②
0
1
1
1
番

(末広JllJ)

(東HlT)

(末' 広 JJ~')

(八東更生)

(大和 111])

(大和町)

88歳

77歳

71歳

77歳

64歳

79歳

~おくやみもうしあげます

田中サナさん 10月15目

安西長凹郎さん 10月19日

越中重郎さん 10月21日

野田早苗さん 10月25日

笠原治雄九 10月25日

日置恒雄さん 10月28日

小児科外来は、毎週水曜日と金曜日の午後から

の診療となっておりますが、次の期日については、

診療開始時間が午後2時以降に変更となりますの

でお知らせいたします。

12月17日(金)

編
集
/
企
画
調
整
課
広
報
広
聴
係

〕
内

h
U1
 
〔

11月15日受付分まで

http://www.hakodatc.or.jp/imakane/ 

(今金町立国保病院)

ノj<'Q!lIJホームページ


